




The Effects of Group Experiential Learning on Participants'




　The present study investigated the effects of group experiential learning course in college 
education on participants' social skills and trait shyness. A total of 215 students（females:210, 
males:5） participated in 13 scheduled classes of ninety minutes during a semester. The major 
aims of the course were for the participants to develop their social skills through the practices 
about person perception, communication, teamwork, assertion and group discussion. As for 
the effectiveness of the course, the participants' social skills score increased and trait shyness 
score decreased during the semester. Furthermore, the decreased shyness score of the 
participants whose social skills score increased was larger than that of the participants whose 
social skills score did not change. These results show the effctiveness of group experiential 
learning and the importance of developing social skills to reduce shyness.

















する学部・学科を中心に大学教育に導入されるようになり（e.g., 高, 1988；山本, 1992；伊
藤ら, 1994；吉山, 1995），その後，多くの授業実践を通してその効果が検討されている。
とくに参加者の社会的スキルに着目し，グループ体験学習の有効性を検討した報告は数多










るのか，の２点を検討する。ここでシャイネスという用語は，日本語の “内気” , “恥ずか









































































































































































































































































Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３  前  後
10．他人が話しているところに，気軽
に参加できるか。
.81 -.14 .14 2.8 3.3 7.79 ＊＊＊
５．知らない人とでも，すぐに会話が
始められるか。
.77 .06 -.23 3.0 3.4 7.57 ＊＊＊
13．自分の感情や気持ちを素直に表現
できるか。
.67 -.13 -.00 3.2 3.6 5.61 ＊＊＊
15．初対面の人に，自己紹介が上手に
できるか。
.61 .07 -.00 2.9 3.4 8.53 ＊＊＊
１．他人と話していて，あまり会話が
途切れないほうか。
.52 .09 -.06 3.1 3.5 6.79 ＊＊＊
２．他人にやってもらいたいことを，
うまく指示することができるか。
.37 .08 .13 3.0 3.5 8.08 ＊＊＊
６．周りの人たちとの間にトラブルが
起きても上手に処理できるか。
.07 .73 .02 2.9 3.4 9.24 ＊＊＊
14．矛盾した話が伝わってきても，う
まく処理できるか。
-.06 .64 -.06 3.0 3.3 3.32 ＊＊
８．気まずいことがあった相手と，上
手に和解できるか。
-.02 .57 -.12 2.9 3.3 5.38 ＊＊＊
７．こわさや恐ろしさを感じたときに
それをうまく処理できるか。
-.13 .47 .02 2.9 3.2 4.13 ＊＊＊
17．周りの人が自分と違う考えをもっ
ていてもうまくやっていけるか。
.04 .45 .08 3.4 3.7 4.69 ＊＊＊
４．相手が怒っているときに，うまく
なだめることができるか。
.13 .37 .23 3.1 3.5 6.25 ＊＊＊
11．相手から非難されたとき，それを
うまく片付けることができるか。
.08 .34 .06 2.8 3.1 4.56 ＊＊＊
16．何か失敗したときに，すぐに謝る
ことができるか。
.13 .29 -.03 4.0 4.1 2.82 ＊＊
３．他人を助けることを，上手にやれ
るか。
.22 .28 .14 3.3 3.7 6.96 ＊＊＊
９．仕事をするときに，何をどうやっ
たらよいか決められるか。
.04 -.05 .70 3.2 3.7 6.60 ＊＊＊
12．仕事の上で，どこに問題があるか
すぐに見つけることができるか。
-.16 -.01 .63 3.0 3.3 5.19 ＊＊＊
18．仕事の目標をたてるのに，あまり
困難を感じないほうか。



























社会的スキル 55.41（8.33） 62.33（8.57） 13.86 .000






ＨＨ群（n=30） 43.03（9.14） 37.00（8.74） -6.03（7.28）
ＨＬ群（n=60） 42.98（7.71） 43.73（8.09） +0.75（5.89）
ＬＨ群（n=58） 53.86（8.79） 48.88（11.08） -4.98（5.82）
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